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§1 は じ め に
　デ ュ ル ケ ム （Emile　Durkheim ，1858−1917）が生を受け た ヨ ーロ ッ パ 19世紀 の 中葉は ， フ ラ
ン ス 大革命 と第一次世界大戦の 中間 にあ っ て ， 政治的経済的 自由主義が著 しく発展 した時代で あ
る。 当時の 偉大な思想家で あ る コ ン ト， マ ル ク ス ， ス ペ ン サ ー等は ， 啓蒙主義の 遺産で ある歴史
の 進歩 と理 性へ の 信仰を受け継ぎ， 遠大な視野 の かなた に 人間の 運命の 改善を漸進的に しろ革命
的 に しろ確信 して い た 。 彼等は社会変革の ために必 要不可欠 な もの として 社会の 科学的分析を最
重視 した 。 しか し ， 社会の 本質や社会変革の 方向の 認識の た め に ， 宗教を社会 との相関関係に お
い て 経 験科学的に 分析す る に は充分 で なか っ た 。宗 教批判的な思想や動機が優先 して い た とい え
る 。
　デ ュ ル ケ ム が学問的研鑚を積む19世紀後半 にな ると， 政治的経済的 自由主義に多方面 か ら疑問
が出され る 。 経験科学的合理主義によ る社会の 解明は ， 研究が進むに つ れて そ の 複雑性 と神秘性
を ます ます現す こ とに な っ た か らで あ る 。 社会変革の プ ロ グ ラ ム はな お さ ら困難を極め ， 安易に
未来社会を論 じる こ とは で きな くな る 。 同時に ， ヨ ーロ ッ パ の 自由主義的政治体制 と ， 産業革命
に後続す る資本主 義化 の 産業構造 とは ， 不安定な基盤の 上 で の均衡で あ ると い う自覚が危機意識
の 拡大 と深化を もた らした 。 ヨ ーロ ッ パ 文明の 精神的支柱 で あ っ た キ リス ト教の 社会的道徳的統
合力は大 き く衰退 して い た の で ， 事 は深刻で あ っ た 。 こ の 危機意識 は19世紀か ら20世紀に かけて
の 思想家に共通する 。 それ は諸科学や思想の解決されねばな らぬ課題で あ っ た 。 イギ リス や ア メ
リカ の 民 族誌学者や 人 類学者 は ， い ち は や く未開社会 の 調査研究に よ っ て ヨ ー ロ ッ パ 社会を相対
化 し始め ， 宗教 と社会の 深い 関係に 目を 開い て い た 。 また ， 前世代の 単純な社会進化論は ほぼ克
服 されて い た 。 デ ュ ル ケ ム は そ の 延長上に い る 。
　社会諸科学に おい て は ， 社会生活 ， 特に政治活動の 非合理 的な惰動的心理 学的側面 に光が あて
られ ， 社会的存在で あ る人間 の 認識の 前提が大きな影響を受 け る 。 人 聞性の もつ 無意識的本能的
側面 も重 視 され る 。 他方， 経験科学的 合理 主 義 に よ る社会生活全般 の 理解が進む と ， 社会の 一般
理 論として の 社会科学的体系化が試み られ る 。 人間社会全体の 複雑性を損 うこ とな く， そ の 神秘
性を解明す るため IC， 精神生 活の 根底で あ る宗教の 社会科学的分析をも っ て そ れをな しえた の が
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デ ュ ル ケ ム とウ ェ ーバ ー （Max 　Weber，1864−1920）で ある 。 彼等は経験的歴史的資料の分析を
徹底 させ ， 宗教 と社会の 緊密な関係に お い て ， 社会の 本質の 認識と社会変革の 方向に新 たな地平
を 開い た 。
　デ ュ ル ケ ム は発生論的 ， 機能論的観点か ら宗教の社会的統合力を 明 らか にす る 。 ウ ェ ーバ ーは
社会の 経済構造 と宗教の 関係に 注目 して ， 社会変革の 要因で ある倫理 的な宗教的信念 の 重要性を
明 らか にす る 。 デ ュ ル ケ ム はオ ース ト ラ リァ未 開社会の トーテ ミ ズ ム を集中的に 素材 とし ， ウ ェ
ーバ ーは プ ロ テ ス タ ン トか ら古代 ユ ダヤ 教 ， さらに東洋の主な宗教を網羅的に素材とした。 デ ュ
ル ケ ム は特殊研究の 考察か ら社会 の本質を究明 し， そ の 理想 的実現 と して社会変革が め ざされて
い る 。 ウ ェ ーバ ーは近代 ヨ ーロ ッ パ 社会の 形成因 とそ の 特殊性の 把握か ら， 創造的な倫理 的主体
に よ る社会変革が め ざされ て い る 。 いずれ も宗教的環境に育 っ が信仰者 と して でな く， 稀にみ る
宗教 へ の 鋭い洞察力 と感受性を そなえ た社会科学者と して ， 危機意識を体現 した思想家 と して ，
宗教 の 社会学的研究を展 開 した 。 そ して ， 抗 い 難 い ヨ ー ロ ッ パ 列強の帝国主義化に よ る一層 の 産
業化 ， 合理 化 ， 組織化に 対 して ， 個入 の 主体性を堅持 して ， 社会と人間 の 関係 と社会的行為や制
度の 本質を ， 宗教を軸 に して 明 らかに しよ うとした とい え る 。 本稿はデ ュ ル ケ ム の宗教論の 展開
を彼の社会理 論 に そ っ て とらえ，彼 の 実践志向的な価値評価的思想や宗教論 の 現代的意義を求 め
た い 。
　　　　　　　　　　　　　　　　§2　宗 教 へ の 関心
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ　　 ピ
　デ ュ ル ケ ム は ユ ダ ヤ 人 の律法学者の 家系 に生 まれ ， 幼児期か ら律法学者に な るため の 教育を受
ける 。 後 の著作にたびたび引用 され ， 宗教論の 強力な武器にな る， 旧約聖書 ， ユ ダヤ教の律法 ，
伝承等につ い て の深い 造詣は そ れを物語 る 。 しか し ， 既成宗教に対する懐疑は早 く， 律法学者ヘ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヱコ　ル ．ノルマル・シ ユベ リウ’ル
の 道 は放棄され る 。 彼が 高 等 師 範 学 校 を卒業 した 時 の 学者と して の 立脚点は ， 既成の 哲学
的諸学説 や そ の 周囲の風潮に対する満 た され ぬ 思 い と， 第三 共和制の 道徳的統一に 貢献 した い と
す る願い に あ っ た 。 1） 従 っ て ， 彼の学問的課題 は必然的に道徳的事実の 社会科学的究明か ら， 道
徳科学の 確立，そ して道徳的統合の 理 想的効果を論 じて実践の提唱へ と発展する 。
　デ ュ ル ケ ム はサ ン ・シ モ ン ， コ ン トの 特殊 フ ラ ン ス 的な合理 主義の 伝統を 継承 して ，彼等 の 形
而上学的実証主義を経験科学的に乗 り越える 。 また，ス ペ ン サー等の 社会有機体論を批判的に 摂
取 して ， 集合表象や 社会類型 の観念を練 りあげる 。 さ らに ， タ ル ド等の 心 理 学主義を反駁 して ，
社会的現象の 個人心 理学的現象 との 峻別 とそ の 自律性を強調する 。 心理 学主義の 方法論的個人主
義と ， 資本主義的産業化 に よ っ て 風 靡して い た 自由主義経済学理論を 支え る功利主義的個人 主義
との 否定の 方向にお い て ， 彼の 社会理 論は構築され る 。 つ まり， 経験科学的な実証主義的な方法
論を貫き ， 科学的研究 にた え る機能的体系 と して の 社会を と らえ よ うとす る 。 そ こ で は社会 の あ
らゆ る形而上学か ら解放 されて ， 科学的合理 主義的提唱 も可能で あ ると考え て い た 。
　 さ て ， デ ュ ル ケ ム の 宗教へ の 関心 が ， 彼の 社会理論 とぬ きさ しな らぬ 関係で表面化する の は ，
自ら証言す るよ うに講義題 目に 宗教を取 りあげて い た 1895 年で ある 。 2） 後 の 書簡 の 申で ， 「私が
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寺林 ： デ ュ ル ケ ム 宗教論の 展開
社会生活 に おい て宗教の 演 じる重 要な役割に つ い て 明確な 自覚を もっ に 至 っ た の は， ま さ に 1895
年で あ る。 こ の 年に な っ て初 めて ，私は社会学的 に宗教を研究す る手段を発見 した 。 そ れは私 に
と っ て
一つ の 天啓 で あ っ た 。 こ の年の講義 は私 の 思 想の 展開に一線を画す 。 それまで の 研究の す
べ て はそ の 新たな観点 と調和をもたせ るため に ， 新 しい 骨折 りで 繕わ ねばな らな い程に 。 ……こ
の方 向の 変化で ，私が試み る宗教の歴史的研究， 特に ロ バ ートソ ン ・ス ミス や彼の 学派 の研究 に
懸命 にな っ た 。 」3） と述 べ て い る。
　こ の 時期 はボ ル ドー大学に あ っ て ， 極 め て 実証主義的な一般理 論を形成する最 も豊か な研究活
勁がみ られ る。 学位論文の 『社会分業論』（De　Ia　division　du　travail　socia1 ，1893）か ら 『社
会学的方法の規準」（Le　Rさgles　de　Ia　m6thode 　sociologique ，1895）， 『自殺論」（Le　Suicide，
1897）等 ， 彼 の 方法論 の 確立 と そ れに よ る特殊研究の 成果が学界 に大きな反響を呼び起 こ した 。
講義 で は社会主義や 道徳教育に 取 り組ん で い る 。 また ， 1898年に は デ ュ ル ケ ム 学派 の 機関誌 とな
る 「社会学年報』（L
’Ann6e 　sociQlogique ）を創刊する 。 彼は こ こ で 専 ら未開社会を研究対象 と
して ，家族や宗教 の 研究成果を掲載 して い く。
　デ ュ ル ケ ム の 宗教論の展開は未開社会の 研究に よ っ て 進展す る が ， 特殊研究の 社会理 論にお け
る宗教の 論述に注 目 しな けれ ばな らな い 。 そ れは デ ュ ル ケ ム の 当初か らの 宗教に 対す る強 い 関心
が示 されて い ると同時に ， 宗教論の基本線を形成 して い る。 研究活動の初期か らた ど っ て い きた
い 。
　デ ュ ル ケ ム は 道徳生活の 科学的研究の た め ， 1886年に ドイ ッ に 留 学して い る。 そ こ で 主 に ヴ ン
ト等の 道 徳や宗教の 研究を 学ぶ 。 特に ， 宗教が愛他的な もの と して 道徳的規制や理 想を人 々 に与
え る こ と ICよ っ て ， 社会的 統一を もた らす源泉にな るとい うヴ ン トの 宗教機能説を全面的に受け
入れ る 。 4》 デ ュ ル ケ ム が社会的統合力として 宗教をとらえ る基本的立場は， ドイ ッ 留学で 獲得さ
れた もの で あろう。 留学の成果は道徳的現 象を社会的事実 と して 経験科学的に分析 し うる こ とを
確信 した こ とで ある 。 デ ュ ル ケ ム の宗教論 は ドイ ツ とイギ リス の 知的潮流をと り入 れた能力の 産
物で あるが ， 前者は ドイ ツ留学を契機と し ， 後者 は1895年以降の宗教研究に よ る 。
　留学の成果をふ まえた 翌年の ある 論評で語 る。 「宗教を研究す るために は，我 々 は単に象徴や
そ の 表現 で あ る観念を避け て ，宗教的感情を洞察しな けれ ばならな い 。 ……問題 に な る の は全体
と して の 社会的実在に 自己 を結ぶ と こ ろ の 感情で ある 。 ……こ の感情の影響下で行為す る時 ， 人
は全体の一部 として 全体の 行為に従い そ の 全体の影響を受ける 。 義務の観念を生 じさせ る の はそ
の た めで あ る 。 こ れ が宗教の 始源にお い て重 要な役割を演 じたもの で ある 。 ……未開人 に おい て
も ， また後 の 社会にお い て さえ も ， 神 々 は個個入 の 認め た 守護者ある い は敵で な く ， 社会（民族 ，
氏族 ， 家族 ， 市民 等）の そ れで ある 。 ……集合的利害を もつ もの が 神性 に一致 して い る 。 宗教的
感情を生 じ さ せ るもの は 社会的要因で ある 。」5＞ 論評 の 対象者で ある ギ ュ イ ヨ ーは ， 宗教が個人
間の 社会的結合か ら生 じた とす る 。 それ に 反論 して ， デ ュ ル ケ ム は集合的な全体と して の 社会 に
個人 が 結合され る と こ ろ に宗教 の要因を 指摘 し ， 本質的に 宗教 が社会的 で あ る こ とを示 して い
る 。 また ， 古代社会 に おけ る刑法の 社会的起 源を論 じて ， 宗教が法や道徳 とともに ， それ以上 に
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制裁を伴な う義務的性格をもっ との 認識 に立 っ 。 宗教の 根が社会の 中に あ るとい う彼の 立場は強
固で あ る 。
　デ ュ ル ケ ム の 初期 の大著で ある 「社会分業論」は以上の モ チ ーフ を用 い て ， 社会の 全 体的統合
を基本類型とす る社会進化論的な構造変動を明らかにす る 。 同質的で 類似的な諸環節の 体系の 故
に個人 意識が集合意識 （共同意識） に埋没 して統合的で ある機械的連帯の 伝統的社会は，異質な
諸機能の 体系で ある分業の 発展 によ っ て 有機的連帯 の 相互依存的統合を得 る近代社会 へ 移行す る
と い う。伝統的社会の 論述に おい て ， デ ュ ル ケ ム は宗教の 社会的機能に つ い て原理的な把握をす
る。「す べ て の宗教的感情と 観念が等 し く表明 して い る 唯一の特性は ， 集団生活を して い る人 々
に共通 で あり， かな り高 い 程度 の 強度を平均 して もつ こ とで ある 。 強力な確信が入 々 の 同
一共同
体によ っ て 分有 されて い る時 ， そ れが不可避 的に宗教的特性を帯び る こ と は 実際に確か な事実で
ある。 そ の 確信は意識 に本来宗教的な信念 と同じ畏敬の念を呼び起 こ させ る 。 そ こ で ， 宗教が ま
た等 し く集合意識の 中枢部分に対応 して い る こ とは 確実で あ る。」
6）
つ まり，機械的連帯の 支配
的な伝統的社会で は集合意識が道徳的義務の 体系をな して い て ， 宗教を起源に もつ 道徳や法が具
体的現 実的な 道 徳的拘束力を発 揮 して 社会を 統合 して い る 。 他方 ， 有機的連帯が 優越する 近代社
会で は分業に よ る機能的相互依存関係 が義務 の体系を形成 して 社会を統合 して い る 。 こ の 文脈 に
お い て ，宗教は伝統的社会の 道 徳的拘束力をもつ 集合意識の 中核 に あるが ， 分業化 （近代化）に
よ っ て 集合意識 は社会 の 拡大 と機能 の 分化に 対応で きず後退す る に平行して ，宗教 の 役割 の 衰退
を論 じる 。 事実 ， 近代社会に お い て は宗教の 確固た る権威によ る社会的統合はな しえない 。 しか
し ， これをも っ て 近代社会における宗教を意義な しと しな い 。 む しろ ， こ の 文脈にお い て近代社
会にお け る宗教を社会構造の 基底に おい て と らえなおす視野が開かれ た とみ るべ きで あ ろ う。 後
に 詳説する 。
　宗教論の展開と い う視点か ら興味深 い の は ， 反証 的に儀礼主 義 に よ る宗教論 が 『社会分業論』
で既 に論 じられて い る 点で ある 。 「宗教 は歴史の 各時点を 通 じて ， 常に人 間 と ， 人間が 自己よ り
優れた 性質を も っ て い る とみ な して い る存在 との 関係に つ い て の ， あらゆ る信念と感情の総体で
あるとい われ て きた 。 だが こ の定義は明 らか に 不充分 で あ る。 実際， 宗教的な行為や思 惟iの 規則
に して も全 く宗教的で はな い 他 の 関係に も適用 され て い る規則は多数ある 。 ……宗教 は人間や物
の 本質 ， 世界 に つ い て の一定の 意見を 強制 して い る。宗教は非常 に しば しば法律的，道徳的，経
済的諸関係を規定 して い る 。 宗教の 勢力範囲は人間と神の 交通 の 外に も及ん で い る 。 また少な く
とも神な き宗教が存在す る こ とも確か で あ る 。 こ の一事を も っ て して も， 宗教を定義する の に神
の 観念 に よ る こ とは で きな い 。 」7）
　以上，宗教 は社会 の最 も本質的な もの の 現 れ で あ る。社会生活の 連帯や統合をなす道徳や 法の
起源 は宗教で あるか ら ， 宗教の 特性は社会的統合の 機能で ある 。 宗教的感情は個人が
一部をなす
集合的社会に 対す る帰属感情で あ り， その絶対的超越性 に対する畏敬感情で ある。 個人意識 は集
合意識 の 私的逸脱や変異で あ る か ら， 個人 的存在は本源 的存在で あ る社会か ら派生する 。 宗教の
定義は神の 観念 に よ らず ， 集合的社会 の統合性に よ らね ばな らな い 。 宗教は 集合的現象で あ るか
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寺林 ： デ ュ ル ケ ム 宗教論の 展開
ら， 宗教的感情や 信念以上 に儀礼が重視される 。
幽
§3　宗教 論 と社会理 論 の 関 係
　先に あげた書簡 で ，1895年が デ ュ ル ケ ム の 思想 の 展 開 に一線を画す年で あ ると い うけれ ども，
宗教の 基本的認識に変化はない 。 それは宗教の社会学的関心を強 め，彼の実践志 向的な価値評価
的思想 が社会理 論に色濃 く反映 されて い く年 ， 宗教論 と社会理論が ICわか lcwa張関係をも っ て く
る年であ る。 宗教研究が本格的に着手 される 1895年以降 ， 『自殺論』か ら 『社会分業論』第二 版
の 新 しい 序文 「職業集団に 関する若『Fの 考察」 （Quelques　remarques 　sur 　les　grouPements
professionnels，1902）， 当時講義 されて い て 後に刊行される 「道徳教育』（L ’Education　morale ，
1925）へ と ， 彼の 社会理 論 はい わゆ る ア ノ ミー論 によ っ て 大き く展開す る 。
　方法論 も変化す る 。 社会の 実在性を保証す る社会的事実の外在性 と拘束性 に よ っ て ， 社会的事
実を 「もの 」 と して と らえ ， 社会的事実を社会的事実に よ っ て 説 明す る当初の 徹底 した実証 主義
的方法論か ら， 「自殺論』で の 自殺原因を求め る 個入 意識の 分析以来 ， 拘束性を 規範や 義務とし
て 個人 内在的に とらえ る方法が導入 され る 。 つ まり， 社会 の実在性を現実の 社会的基体か ら相対
的に自律 した もの ， 社会の 秩序や調 和を 形成する道徳的に 統合され た共通 の 価値体系 （集合表
象）に定 め る こ とに な る 。 従 っ て ， 社会形態学的説明よ り社会生理 学的説明が 重視 され ， 因果分
析 とともに 社会的要件 （社会体 の 要求） と の 関係 で ， 社会 的現 象を説明す る機能分析が多用 され
る 。 デ ュ ル ケ ム の 社会理論の 主題選 択 と ， 社会 の 本質に 迫 る宗教研究 は ， 必然的に方法論の 変化
を促す 。 もち ろん ， 歴 史的資料の経験科学的分析 とい う実証主 義的立 場は貫 く。
　宗教論 と社会理 論の 緊張関係は デ ュ ル ケ ム の ア ノ ミー論に 集約的に現 れて くる 。 彼の 現実社会
に 対す る認識 は ， 旧来の 伝統的な宗教的道徳的規範が資本主 義的産業化の進展 とともIC弱体化 し
て き た に もかかわ らず ， それ に代わる新たな宗教的道徳的等価物を作 りあげるに 至 っ て い な い こ
とか ら， 道徳的な価値体系が崩壊の 一途をた どり， 集合的な社会生活の 全面的危機が招来 して い
る とい うも の で あ る 。 B） 「自殺論』 に お い て ， 産業化に平行す る 自殺率の 異常な増 加に 注 目して ，
個 人 と社会的 な 規範的原理 の 関係を考察する。 そ こ で 社会的な凝集力 で あ る社会的統合 の 絆 の 緩
みをア ノ ミー （無規制 ・無規範）とい う概念で おさえ る 。 こ の原因は功利主 義的個人 主義に あ る
とデ ュ ル ケ ム は い う。 資本主義的産業化に よ る富 と機会 の 増大 と，自由放任 の 経済原理 の 普及 が
あ い ま っ て ，個 入 の 利 己的 な欲求は無際限 に 助長 され膨張 され る 。 しか しそ こ に は 自ずか ら限界
が ある 。 従 っ て ， 無規制な経済的諸力に よ っ て 翻弄 さ れ て ， 欲求不満 と挫折感 を強 く感 じて社会 ・
的連帯か ら切 り離されて い るの が近代人で ある 。 伝統的な宗教的道徳的規範の欠如 と， 産業化 に
よ る欲求の 肥大の 無規制に よ る 自殺を ， デ ュ ル ケ ム は ア ノ ミー的 自殺 と名づ ける 。 こ の型の 自殺
が急増 して い る こ とか ら， ア ノ ミー状況 は近代社会 と近代人 に常態化 しつ つ あ るとい う。
　 「自殺論』に おける宗教 の 論及は ， 『社会分業論』 の 延長上 に あ っ て 手段的で ある 。 つ ま り ，
宗教の統合的機能の観点か ら， 社会的な規範的原理 の本質的なもの として ， 社会的連帯の 一表現
として ，既成宗教 の 拘束性 （自殺 の 抑止力）を比較検討 して い る。 ユ ダヤ 教とキ リス ト教 ， ヵ ト
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リシ ズ ム とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム ， 一神教的宗教と汎神論的宗教等 ， 宗教社会 （教会 と信者）の
自殺現 象が統計的に考察され る。 そ の 分析結果か ら宗教と 自殺の 関係で い え る こ とは ， 宗教が社
会生活 に お い て 社会的統合力を 如何に発揮 して い るか で あ る 。 教義や儀礼の 優劣に 関係な く，む
しろ信仰生活 の 自由な個人的裁量や 自由思想の 許容度に 比例 して 自殺率が高 くな る こ とで ある 。
「宗教 が人 々 を 自己破壊 へ の欲求か ら守 っ て くれ るの は， 宗教が 一種独特の 論理 で 人格尊重を説
くか らで はな く，宗教 が一つ の社会だ からで ある。 こ の 社会を構成 して い るの がす べ て の信者に
共通 の 伝統的な ， ま たそれ だ けに強制的な一定の 信仰と儀礼の 存在 に外な らな い 。 そ の よ うな集
合的状態 が多ければ多い程 ， また 強ければ強い 程 ， 宗教的共同体は緊密に統合され て い る訳 で ，
それだ けに 自殺 を抑止す る力 も強い こ とにな る 。 教義や儀礼につ い て の 区 々 た る事柄 はさ しあた
り重要で ない 。 肝心 なこ とは，もともと教義や儀礼は自殺を抑止す るにた りる強力な集合的生活
を醸 しだす性質を もっ て い る こ とで ある 。 プ ロ テ ス タ ン トの 教会が他の 教会の よ うに 自殺の 抑止
作用をもたない 理 由は ， それ が相対的に こ の 緊密性を もっ て い な い こ と （信 仰の 自由さ と教会の
統合力 の 弱さ） に求 められ る 。 」
9）
　カ トリシ ズ ム とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 比 較は 自己本位的 自殺に つ い て の 論証 で あ る。 こ の 型
の 自殺 は ， 個人 が所 属す る社会集団の 不統合 の た め に 常軌を 逸脱 した個入化か ら生ず る 自殺で あ
る 。 こ の 自殺 も近代的特徴を もっ て い るが ， デ ュ ル ケ ム の 関心 は ア ノ ミー的 自殺 にあ る。．前者は
個人 が社会に 結合す る様式に 関係があり， 後者は社会が個人 を 統制す る様式に 関係が ある 。 さ
て ， 近 代社会 と近代入 の 本性 に まで 蔓延 して い るア ノ ミー状況 の 救済がデ ュ ル ケ ム に と っ て 課題
とな る。 「宗教 は今や そ の勢力の大半を 失 っ て しま っ た 。 政治権力 も経済生活を規制する 主 体で
な くな り， 経済生活 に奉仕す る手段 ない し 下僕 とな っ て しまっ た 。」
tO） 経済主導の 近代社会 にお
い て ，功利主義的個人 主義 と科学的合理主義 が精神生活 の 内奥 に侵透 して い る時代に ， 宗教
’
に よ
る社会的統合を期待す る こ とは 時代錯誤で ある とい う。 「宗教は人 々 の 自由な 思惟を妨げ る限り
に お い て ， 始 めて 自殺傾向を緩和 で き るに すぎな い 。 だが こ の 個入 的知性 の 差 し押さえ は今後 ま
すます困難に な る と思われ る 。 そ れ は我々 の 最 も慈 しん で い る感情を傷 つ ける 。 我々 は理性の 働
きに制限を加え られ 「こ れよ り先に進ん で は な らない 」とい われる こ とを，ますます許しがた く
思 うよ うに な る 。 こ の傾向は 昨今に始 ま らな い 。 人 間精神の 歴 史は実に 自由思想の 進歩の 歴史で
もある 。 抵抗 しがた い こ の 趨勢を押 しとどめ よ うとす るの は愚かな こ とで あ る。 ……人 類がそ の
出発点 に 逆 もど りで もし な い 限 り， 宗教は もはや人 々 の 意 識の 上 に 特に広 く深い 影響を及ぼ す こ
とは で きな い で あろ う。それは新 しい 宗教が創造され る こ とはあるま い とい う意 味で はな い 。 し
か し ， 創造 され る可能性の あ る唯一 の 宗教は ，プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の うち の 最も自由な 宗派よ
り， なお大幅に内省 の権利や個人的創意を容れ るよ うな宗教で ある。」
ll）
　デ ュ ル ケ ム が ア ノ ミー状況の 克服策 として提唱する の は職業集団と道徳教育で ある 。 しか し他
方に お い て ， 社会の最 も本質的な もの と して と らえ られて い る宗教が ，近代社会 の 統合 の イ メ ー
ジとい う新たな観点 にお い て ， 極言すれば社会変革の究極的な課題 として 意識 され始めた の で は
な い だ ろうか 。 もちろん ， 人間精神の 歴史的必然であ る自由思想 と科学的合理主義の 進展に逆 ら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム 宗教論 の 展開
うこ と は で きな い 。 伝統的社会に お い て 宗教が果た して い た社会的統合 の 様式は近代社会 に お い
て もはや受けい れ られ な い 。 既成宗教も同様で あ る。 現実 に ， デ ュ ル ケ ム はカ ト リシ ズ ム の 勧め
る伝統主義的 国民教育を教権主義 として 厳 しく批判 し ， 1905年の政教分離法を支持 して い る 。 第
三共和制の 議会制民 主主義の 原理 に敵対す るもの として 既成宗教の権威主義をと らえ る 。
　デ ュ ル ケ ム は ア ノ ミー状況の 克服 とい う実践志向的な価値評価的思 想 に裏打ち された提唱を社
会理論と して 展 開する一方 ， 他方で 宗教を本格的に研究す る強い必然性を感 じた と思 われ る 。 宗
教論 と社会理 論の 緊張関係は そ の た あ で ある 。 社会理 論に お い て ，当初は確か に 積極的な意 味が
宗教 に あ っ た 訳で は な い 。 近代化 とともに宗教的機能が衰退 して 行 くの は事実で あ る 。 しか し ，
近代社会の 自殺の分析か ら， い かな る型の 社会 も機能的に宗教的体系に 相当す るも の が必要で あ
るとい う， 社会構造の 基底 に おける ， ある い は永遠 な る生命体12）ともい うべ き社会 の 本性にお け
る認識を得て い る。伝統的社会に お け る宗教の 統合的機能は 既に 明 らかで あ る 。 で は，近代社会
におけ る宗教 あ るい は宗教的なもの とは 。 「自殺論』 で 若干 の 示唆を得て い る が ， 宗教の 本質を
究め る こ とに よ っ て それ が可能 にな るの で は 。 近代社会の構造 もよ り原理 的 に把握で きるの で は
な い か 。勢い ， デ ュ ル ケ ム は宗教の 本質を求 め て ，宗教研究の対象は未開社会 へ 向か うこ とにな
る。彼に は ， 近代社会に お い て も社会が新 しい 信念や 理 想等の表象 の 源 泉で あ り，宗教と い う社
会の 集合力が社会を再創造 して い くとい う仮設の検証 が ， 宗教研究に 託 され て い た の で は な い だ
ろ うか 。
　職業集団と道徳教育 の 提唱 とい う社会理 論 の展開 も， 社会構造の 変革か らよ り精神的な教育に
よ る社会の 再創造へ と観点を移す 。 職業集団とは ， 病理 的分業 （産業化 に よ る相互依存 の 道徳的
規制が未発達か欠如 して い て ， 社会的構成要素間に対立抗争の 生 じて い る状態）に対比 して 示さ
れ た 正常な分業 に よ る社会的連帯の 理 想的効果 （経済 的機能性 と道徳的統合性）を実現す るも の
で あ る 。 そ れ は国家 と 個 人 を 仲介す る第二 次的中間 集団と して ，職業上 の 結合の 公正 で 機能的な
再編を可能に する。 そ こ で 各人 の 社会的能力の 自由な発揮 を保証す る 。 また ， 社会的枠組に お け
る正 当な地位 と役割 と報酬を保証 して ， 利 己的欲求を規制 し ， 支配服 従関係を克服寸る 。 そ れ は
個人 の 人 格の 多様性 と自律性や 人間 と して の 尊厳を育 み，道徳的義務の 体系を形成 して 全体社会
との 緊密な相互依存関係を確立す る 。 デ ュ ル ケ ム の 初志 で あ る道徳的再統合が ， 社会の 道徳的か
つ 基本的な機能的要件で ある こ とを論証 して い る 。
　 ア ノ ミー状況の 克服策で ある職業集団は政治的経済的で あ ると同時に 道徳的な もの で ある 。 究
極的 に は 根本的な社会構造の 改革が 意図さ れ て い る 。 そ の 詳細な プ ロ グ ラ ム は 社会主 義の 研究
13）
の 中絶 に よ っ て 充分 に は示 され なか っ た 。 む しろデ ュ ル ケ ム は ， 職業集団 やそれ らの 中枢的代 表
機関で ある国家の 役 割に期待 しなが らも限界を感 じて い る 。 なぜ な ら ， それ らは産業界の 病理 に
は有効で あ っ て も，社会のす べ て の 諸個人 の 精神生活 に蔓延 して い る ア ノ ミーに対 して は不充分
で あ ると。 確かに彼は経済 の 再組織 に よ る統制と社会的公正 の 実現をめざす社会主 義を評価 し，
マ ル ク ス 主義の 効果的なプ ロ グ ラ ム に ほ ぽ 同意 して い る 。 例えば ， 資本制社会の 搾取的性格を認
め，私有財産 相続の 不公平を批判 して 階級の 消滅を予想 して い る 。 14） しか し， 職業集団や 国家が
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経済を管理 して も，資本はそれ らに移 されて 消滅せず ， 資本に よ る支配は続 く。 国家に権限が集
中する こ と に よ る官僚の 専制を典型 として ， デ ュ ル ケ ム は社会主義 の 道徳的 機能 1ご 批判的 で あ
り， 悲観的で あ っ た 。 15）
　規律の精神 ， 社会集団へ の愛着 ， 意志 の 自律性等を説 く道徳教育 の 提唱 は，職業集団 の 提唱を
補強する もの と し て ， 精神生活の 根底が形成 され る教育 に注 目した もの で ある 。 そ こ で は直接的
な個 人相互 作用に よ る社会的連帯 の モ デ ル を学校の教育過程 にみ て い る 。 デ ュ ル ケ ム に と っ て ，
教育とは社会が固有 な存在条件を不断に更新す るため に ， 社会生活に必要 な諸個人 の基本的類似
性と， 協同の た め の 機能的多様性 との 永続を確保す る手段で あ る。 つ ま り，社会が そ の文化や価
値を若い 世代 に伝え て 彼等を組織的に 社会化す るこ とで ある 。16） さ らに ， ア ノ ミーの 救済を超え
る次元 の 問題 と して ， よ り積極的 に社会と人間の 存在を根本的に基礎づ ける新 たな社会的 価値や
理 想 の 形成 の 意義を教育に認め る。こ れ こ そ最 も現実性を帯び た 集合力にな るだ ろ うと 。 そ の 理
想は 彼の 時代にお い て は 道徳的 個人主義で あ ると い う。 それ は 「社会分業論』か ら 「自殺論』，
「道徳教育』 とい う一連の道徳の 科学に おい て ， 社会的要件で あ る とい う論証を押 し進めて きた 。
こ の 文脈にお い て ， 近代社会 における宗教あ る い は宗教的な もの の イ メ ージ が大 き く浮か び あが
る 。
　道徳的個人主 義はデ ュ ル ケ ム の 価値評価的思想 に当初か ら含まれ て い る 。 そ れは当時の フ ラ ン
ス の 代表的 な新カ ン ト学派の ル ヌ ーヴ ィ ェ か ら受け継い だ 。 近代社会の 基本的な理 念 で ある 人格
の崇拝や入 間 の 尊厳性 と同意で ある。デ ュ ル ケ ム は こ れ を功利主 義的個入 主義 と対立 さ せ て 研究
を進めた 。 まさに彼 の 思想 の 中核をな し ， 彼の 社会理論 は そ の 存在証 明で ある 。 「今 日， すべ て
の健全な意識の うちには人間の 尊厳性を尊重す る鋭敏な感情が存在す る 。 我 々 は 自らに対す る関
係 にお い て も他人 との 関係にお い て も， ・同様 に我 々 の 行為を こ の 感情に 同調 させ る こ とを余儀な
くされて い る 。 これこ そ個人道徳の 全 き本質が ある 。」17） 「歴史の 発端 に お い て は社会がす べ て で
あ り， 個人 は無に 等 しい 。 そ れゆえ最 も強力な社会的感情は個人 を集合体 に結び つ け る感情で あ
り， 集合体 は そ れ 自身に とっ て の 固有の 目的で あ る 。 ……社会の 規模 と そ の 密度が 増せ ば増す
程 ， 社会は一層複雑化 して 分業が進 み ， 個人 間の差異も多様 な形で 出現 して くる。や が て 同一集
団に お い て も， 全 成員間に異質化が進ん で ， すべ て が人間で ある とい う こ と以外に も は や 共通 の
要素が な に一 つ 共有 されな い よ うな時期がや っ て くる 。 こ の よ うな条件 の もとで は ， 必然的 に集
合的感性が あらゆ る力を傾けて 残 された 唯一の 対象に 結び つ き ， そ の こ とだ けで もこ の 対象に 比
類の な い価値を吹き込む 。 人 格とはすべ て の 心 が一致 して 触 る こ との で きる唯一の もの で あり ，
また入格を讃美す る こ とは集合的に追求 され うる唯一の 目的で あるか ら，衆 目は一致 して そ れ に
一種異常な価値を与えずに は い な い 。 こ うして ， 人 格はあ らゆる人 間的 目的を超えて 一つ の宗教
的性質を帯 びて くる 。」18）
　18世紀来の思想的伝統を もつ 入間性尊重の 個人主義を ， ル ソ ーや カ ン トか ら導 き出して 論述す
る 「個人主義と知識人」 （L
’lndividualisme 　et 　Ies　 intellectuels
，
1898） の 論文で は ， 「人 間性
の尊敬は人 間が同時に信仰者で あ り神で ある宗教で ある 。 」「人間の 崇拝は理 性の 自律をそ の第一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム 宗教論 の 展開
の 教義とし， 自由な探究の 信条をそ の第一の儀礼とす る 。 」19）とまで 言 い切 る 。 功利主義的次元 を
乗 り越え ，人 間一般の 人 間性に立 脚す る道徳的個人主 義を ， デ ュ ル ケ ム は合理 主義
20 ）に よ っ て社
会の連帯的原理 IC体系づ けて い る 。 彼 の 道徳的個人主 義は ， 一方で 社会理 論 と し て有機的連帯の
近代社会の機能的要件で あ るが ， 他方に お い て 近 代社会の 宗教の イ メ ージを 理 念的 に表現 して い
る 。 それ は単な る社会連帯主義思想で もな い し理 神論で もな い 。 しか し ， 彼の 宗教的観念 が表明
されて い る こ とは確か で あ る。こ の 理 論 と観念 の 拮抗状態は宗教研究 に も ち こ され る。理 性 と信
仰 の 関係に実践志向の 価値評価的態度を移す 。
　デ ュ ル ケ ム は 彼 の 社会理 論の 展 開に そ っ て ， 宗教を次第 に 組織的体系的 に とらえるよ うに な
る 。 「集合表象 は個人 表象 と全 く別個 の性質をもっ て い る 。 2V ……集合生活を営ん で い る人 間だけ
が宗教的な思惟を もつ 。……宗教制度は社会の 性質の い か ん に よ っ て 異な っ て い る 。 ・…・個 人 に
畏敬を強い る力 ， ま た彼 の 崇拝 の 対象とな っ た力 は社会で あ っ て ， そ もそ も神とは ， 社会 の実体
化された形態 に外な らな い 。 宗教は要する に社会が 自らを意 識す る た め の 象徴の体系で あ り， 集
合的な存在の 固有の思惟様式であ る 。」22）
§4　宗教研究 の 成果
　デ ュ ル ケ ム は 「社会学年報」に ， 「近親婚の 禁止 と そ の 起 源」 （La　Prohibition　de　1’inceste
et　ses　origines ，1898）， 「宗教現象の 定義」 （De　la　d6finiton　des　ph6nom さnes 　religieux ，
1899）， 「刑法退化の 二 法則 」（Deux 　Lois　de　1
’6volution　penale ， 1901）， 「トーテ ミズ ム 」（Sur
le　 tot6misme
，
1902）， 「分類の未開形態」 （De　 quelques　 formes　 primitives　 de　 classi 丘一
catiQn
，
1903）， 「rt　一ス トラ リア 原住民社会の 婚姻組織」 （Sur　 1
’
organisation 　 matrimoniale
des　soci6t6s 　australiennes
，
1905） を掲載す る 。 後の大著 『宗教生活の 原初形態」（Les　 For −
mes 　616mentaires　de　la　vie 　religeuse ，1912， 以下 『原初形態」）に おい て 彼の 宗教研究は集
大成 され る 。
　本格的に宗教研究に 着手 した 当時 ， ス ペ ン サ ー， タ イ ラ ー， フ レ イザー等の ア ニ ミズ ム 論，マ
ッ ク ス ・ミュラーの ナ チ ュ リズ ム 論 ， ラ ン グ の 神 の 観念 に よ る宗教論等が宗教研究の 知的風潮を
形成 して い た が ， デ ュ ル ケ ム 自らい うよ うに，ロ バ ートソ ン ・ス ミス と，明らか に フ ェ ス テ ル ・
ド ・クーラ ン ジ ュ の 影響を最 も強 く受けて い る 。 彼 らは宗教と社会 の相関関係を経験的資料に よ
っ て綿密に分析し ， 宗教の 社会学的ア プ ロ ーチ に成功 して い るか らで あ る 。 既 にデ ュ ル ケ ム は宗
教を社会の 本性にお い て説明 しな ければな らな い と考えて お り ， 彼 らの研究 を踏襲す る こ とか ら
始め る 。 ス ミ ス か らは儀礼先行説を摂取す る 。 こ れ は古代宗教に お い て 教義や 信条 よ りも儀礼や
宗教的制度が 中心 的役割を担 っ て お り， 動物 の 犠牲と共餐 （communion ）に よ っ て 神と人 間が
結ばれ ， 同時に共同体の 連帯が強化 され る とい うもの で ある。また クーラ ン ジ ュ か らは ， 古代ギ
リシ アや ロ ーマ の ポ リス が 基本的に 宗教的共同体をな して おり ， 祖先崇拝によ っ て 家族の統合
が ， 守護神崇拝に よ っ て ポ リス の 統合が ， それぞれな され て い た と い う研究成果を受 け入れて い
る 。 デ ェ ル ケ ム が トーテ ミズ ム IC専心 す る の は前者の 影響で あり ， 宗教の 統合的機能の モ チーフ
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や聖な る もの に対す る関心 は後者の 影響で ある 。 23）
　初期の 社会理論 に お け るデ ュ ル ケ ム の ， 宗教 の 本質や社会生 活に おけ る宗教の 役 割に つ い て の
認識 は公式的で単純化された もの で あ っ た 。 そ こ で 宗教を社会学的に研究するた め に限定され た
対象がオース ト ラ リア未開社会 の トーテ ミ ズ ム で ある 。 そ の 選 択理 由は ， 最 も原始的な もの に本
質が ある とい う発生論的観点と ， 社会の本質的なも の の 現 れ であ る宗教の 普遍的な役割 に注目す
る機能論的観点であ る。　　　　　　　　　　　　　　
’
　まず彼が め ざ した課題は 宗教 の 定義で ある 。 「宗教現象の 定義」 に おい て ， 原始的な 社会的現
象で あ る宗教の ， 超 自然や 神の観念を含む無限 に多様な内容よ りも，宗教的現象 の 外面的形態 と
して 行為の 明確な様式で ある儀礼 に着目す る 。 そ の 拘束的 性格か ら暫定的な 定義を示す 。 「宗教
的と い われ る現象は ， 拘束的信念 にお いて与え られ た対象 と関係の ある一定の 行事に 結ばれた拘
束的信念か ら成 り立 っ て い る 。 宗教 とは多かれ少 なか れ こ の 種 の 現象 の 組織 され体系化 され た総
体で あ る 。 」z4）社会に 対す る人 々 の 永続的な依存の 状態 の 故 に ， 人 々 は社会 に対 して宗教的尊崇の
感情を鼓舞 され る 。 従 っ て ， 「信者が信 じ 遵守 しなければな らぬ教義 と儀礼を信者に 命 じるの は
社会 で ある。も しそ うで あれば そ れ らは社会 の 作品 で あ る。」25）と ， デ ュ ル ケ ム は 述 べ る 。
　彼は こ の 論文で ， 個人 的経験 に起因す るとみな され て い る聖 な る観念が社会的起源を も っ て い
ると い う。 そ して ， 個人的宗教は集合的な公的宗教 の 派生物で あると論 じる。 なぜ な ら， 個人的
宗教は た えず社会的環境 に よ っ て 規定 されて い るか らで あ る。 「個入 的宗教は 外的で公的 な宗教
の 単な る主観的局面であ る 。 ……聖 な る観念は社会的起源を もち，社会学的用語で 説明さ れ る。
……聖な る観念が諸個人 の 精神で と る形態は ， そ れ らが 単な る延長で あ る公的制度 に 関係づ け ら
れね ば理 解されな い 。」26） デ ュ ル ケ ム は聖 （sacre ） と俗 （prQfane ）の 二 分法を 宗教の 特徴 とみ
て い る。 しか し こ こ で は ， 集合的精神的な もの で 経験的に観察 しうるもの を聖 な る もの と し て と
らえ ， 世俗 的個人 的な もの を俗な るもの とす る 。 聖 俗 の 区分は後 に彼の宗教論 の 中心 聞題 に 発展
す る 。 こ の 論文の 段階で は ， 宗教の社会学は 集合的存在の状態 の 考察 で あ り， 宗教的現象 の外的
表現 で ある社会の 拘束力の 存在が重視 されて い る 。 とこ ろが ， 次第 に彼は既 に述 べ た方法論 の 変
化に よ っ て ， 外的拘束性よ りも内在化 した規範や価値や理想で ある集合表象 の働きに関心 を移行
させ る 。 ・宗教 の 定義に お い て も。
　 「近親婚の 禁止 とそ の 起源」で は ， 族外婚 と トーテ ミズ ム の 関係を タブーとい う宗教的制度に
おい て 論 じる 。 「トーテ ミズ ム 」 で は，トーテ ミズ ム と氏族組織 の 関係が詳細に分析 され て ， トー
テ ム に関す る神話や 伝説 と儀礼が深 く結合 して い る こ と ， トーテ ム が著 しく宗教的特質を もっ こ
とが論 じ られ る 。 「F 一テ ミ ズ ム は そ の 特質に よ っ て ， 始源 に お い て は氏族 と 緊密 に結び っ い た
宗教な の で ある。 トーテ ム はそれを紋章 と して い る社会集団 の 全成員に対 して 聖な るもの で あ っ
た 。 成員 と トーテ ム の間には宗教的な絆が あ っ た 。」2T） 「分類の未開形態」で は ， 集合表象を社会
学的に分析す る こ と に よ っ て 認識論に新 しい 視野を開い た 。 「社会は単に分類的な 考え方が範型
とする モ デ ル で ある うえ に ， 社会 自体の 枠組が分類体系の枠組 と して 役立 っ た 。 最初の論理 的範
疇は社会的範疇で あ っ た 。 事物 につ い て最初につ くられ た類は ， それ らの 事物を統合して い た人
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間 の 類別な の で ある。」28） 後の 『原初形態」で よ り洗錬 さ れ る デ ュ ル ケ ム の 聖俗理 論と 認識論 は
宗教研究の 最大の 成果とな る。 いずれ も ， 卜一テ ミズ ム の 宗教的原理 の 分析か ら得 られ t もの で
あ る 。 それ らは トーテ ミズ ム と関連 され て 理 解されねばな らな い 。
　デ ュ ル ケ ム は社会理論や以 上の宗教研究に お い て も， 宗教が社会の本質の 現 れで ある こ とを，
諸 々 の 社会現象の 中に 本質的部分 として 宗教的現象が 混淆 して い る事実を指摘 して 論述 して き
た 。 そ して ， 集合的思惟 （心性）が常 に宗教的性格を もつ こ と ， 逆に い え ば宗教は集合的思惟の
表現で あ る こ とを基調 と して い る 。 もは や ， 民族誌学や 人 類学の 研究 と方法論 に も精通 した晩年
の デ ュ ル ケ ム は，社会理 論で提起 され て い る近代社会に お け る宗教を背景 として ，極言すれば，
実現されるべ き理 想的社会像の 究極的論拠の 獲得を視野 に い れて ， 宗教研究の 集大成 を行 う。
　宗教的現象を個人的経験や心 理 で説明す る宗教の 心理学や ， 理 想 的理 念的実例によ る弁証法的
観念論的な宗教の 哲学を排 して ， 宗教的信念 と行事 の本質的形態が依拠す る現存の諸原 因を ， 発
生論的か つ 機能論的 に求め るデ ュ ル ケ ム の 宗教社会学 の 立場か らす ると ， 原始的宗教の 経験的歴
史的資料こ そ最 も重視 される 。 「社会学の 本質的公準は人類の 制度が誤謬 と欺瞞に 安住で きな い
と こ ろに ある 。 ……我 々 が原始諸宗教の 研究を始あ る の は ， こ れ らが現実に則 しまた実有を表わ
して い ると の確信に よ る 。 ……こ れ らの 宗教の 信仰や行 事は時 には蕪雑にみえ る の で ， これを一
種 の根強 い 錯誤 に 帰 したがる 。 しか し， 我 々 は象徴の もとで これが描き出 し ， こ れに真 の 意味を
与え て い る実在 に達 しなけれ ばな らな い 。 ……偽 りの宗教は存在す るもの で ない 。 あ らゆる宗教
は そ の まま真実で あ る 。 すべ て は様式 こ そ異なれ人間生 存の一定 の 条件に応 じ ， 同 じ役割を演 じ
同 じ原 因 に依 る もの で あ る 。 」29）
　デ ュ ル ケ ム が詳細に究明す る トーテ ミズ ム は ， 宗教の 社会的起源 と機能をと らえ る うえで最適
の 素材 で あ るとい う。 なぜ な らそ こ に は ， 「聖 と俗 へ の 事物の 医分，霊魂，精霊 ， 神話的人 格 ，
国民的あるい は国際的神性の 観念 ， 消極的儀礼 と そ の 誇張 された形態で あ る禁欲的行事 ， 奉献 と
コ ミ ュ ニ オ ン の 積極的儀礼 ， 模倣的儀礼 ， 記念的儀礼 ， 贖罪的 儀礼等 々」
3°）
， 進歩 した 諸宗教 の
基底 に もある ， あ らゆ る偉大な観念 と主要な儀礼的態度が存在 して い るか らで ある 。 『原初形態」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e
の序論で ， 彼は結論を先取 して ， 「宗教表象とは 集合的実在を 表明す る集合表象で ある 。 儀礼 と
は集合 した集団だ け の 中で 生 まれて ， こ れ らの 集団の ある 心 的状態を刺激 し維持 し ， もし くは更
新する は ずの 行動様式で ある 。 」31）と い う 。
　 さて ， 「宗教現象の 定義」か らi3年後 に到達 した 定義 は次の とおりで ある 。 「宗教 とは ， 神聖す
なわ ち分離され禁止 された事物 と関連する信念と行事 の連帯的な体系で あ り， 教会と呼ばれ る同
一の 道徳的共同体に ， こ れ に帰依す るすべ て の 者を結合 さ せ る信念 と行事で あ る 。」32）前者の 定義
で も暗示 され て い るが ， こ こ で より強調されて い る の は神聖 と教会の 観念で あ る。 前者で は社会
的拘束性 に 重点がおか れ て い た 。 デ ュ ル ケ ム は 『原初形態』に おい て ， 研究課題を集合的存在の
分析か ら大きく踏み出して ， 聖俗理論 の 展開か ら宗教的生活で の 象徴主義 の 重 要性 と ， 信念 と儀
礼を担 う教会の ， 宗教におけ る意義を指摘す る 。
　聖 な るも の とは諸種 の禁制 に よ っ て孤立的 に保護 される べ き物で ある 。 俗な る もの とは聖 な る
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ものか ら隔離 されねば ならぬ 物で ある。 こ の聖俗 の絶対的異質牲 に よ る区分は あらゆ る宗教思想
の 著 しい 特徴で あ る。そ の 起 源 は社会生活が経 る二 つ の 状態 の 対照 の 中に求め られる 。 つ まり ，
オ ース ト ラ リア の 未開社会で は ， 氏族の 成員達が分散 して 日常的な経済活動を営む時期 （世俗的
生活） と， 一所 に集合 して宗教的活動 （祭儀）を営む時期 （宗教的生活） とが交互 して い る 。 宗
教的観念が生まれ るの は ， 個人意識が高揚 して 集合意識へ と超克 し吸収 され ， 狂 愚 の 状態に まで
成員達を興奮さ せ る後者に お い て で あ る。 祭儀で の 集合的 な 沸騰的興奮状態か ら生ず る巨大な力
が成員達 にも分有され ， 日常の俗 な る世界か ら分離 された異 質な 聖 な る世界を 彼等 に 経験さ せ
る 。 そ こ で 宗教的観念 が氏族集団の 同一化の象徴で ある トーテ ム に 定置する の で ある 。 宗教力 は
集合体が そ の成員に 吹き込む 観念 と感情で あ るが ， 聖な る対象を もつ こ とに よ っ て 客観化され
る 。 だ か ら， 南 らゆる聖 なる もの が所有 して い る と思 われ る力能や功徳は ， そ れに 内在する の で
はな く， それが想起 しまた象徴す る若干の 観念や感情か らくる 。 こ の 社会的な観念や 感情 （宗教
力 ・道徳力）が記 号 （トーテ ム ） とい う聖なる対象で 表現 され るの は，そ れで氏族集団が同一名
を帯 びて ， そ れ を囲ん で結合 して い る成員の集合だか らで ある 。 デ ュ ル ケ ム は トーテ ミズ ム の研
究 で ，聖 な るもの とされて い る トーテ ム 的記号や トーテ ム 類の 諸存在 （動植物） と， 氏族の成員
との象徴関係を解明 した結果 ， そ れ らの 神聖な特質が成員信者の 意識に呼び醒す類似の感情は共
通す る原理 か らくる こ とを発見す る。事実 ， こ の トーテ ム 原理 と い う非人格的力に礼拝は向け ら
れる 。 こ れ こ そ 宗教的観念 の 中核で あり集合的な沸騰的興奮状態か ら生 じ再創造 され て い る 。 従
っ て ， 宗教 とは社会の 集合的力 ， 社会の生命力 ， 一体化 された集団力で ある 。 社会が宗教的源泉
で あ る。デ ュ ル ケ ム が神 と社会 は一っ で あると い うの は以上 の文脈 にお い て で あ る 。 霊魂や精霊
や 神は ， トーテ ム 原理 あ るい はそ の 拡大 され た マ ナ等の観念の小部分や 変異に すぎな い 。 トテ ー
ム 原理 や マ ナ等の 観念が あ らゆる宗教的体系を主宰 して い る。 宗教思想 の 発生源 はそ こ にある 。
　 トーテ ミズ ム の宗教的信念の 体系的分析 に よる以上 の結論は ， 信念 と相互規定的関係 に ある行
事 （儀礼）の 分析に よ っ て も確認 され る 。 デ ュ ル ケ ム に よれ ば ， 消極的儀礼 とは聖 と俗 の 不 当な
接近 と混淆を 回避す る禁制 （タ ブー）で ある 。 積極的儀礼 とは 宗教的生活を 構成す る主なもの
v
で ， 人間 と宗教力の 双務的な積極的関係の維持が 目的で ある。 トーテ ム 原理 を有する聖な るもの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ミニオ ン
の 繁栄増殖を願 う儀礼と ， 供犠に よ る神聖性の 享受の 儀礼 （共餐）か らなる 。 儀礼の 機能は一度
形成 さ れ た宗教力 で あ る トーテ ム 原理 の 再創造で ある 。 デ ュ ル ケ ム は儀礼 の 詳細 な体系的分析か
ら， 儀礼が 単に信仰の 表現 された もの で あるよ り， 信仰を周期的に再創造す る諸 々 の手段の集合
で あると い う。 つ まりは宗教的生活が社会的道徳的生活 の 本質を構成 して い る観念や感情 を再創
造す る機能 を もつ こ とを ， 集団に おい て も個人にお い て も確定 した訳で ある 。 集合的な社会のカ
で ある宗教力や 道徳力は ， 実の と こ ろ個人意識に の み実存 しうる。そ れ は個 人意識 に浸透 し ， 組
織化 されて 個人 の 存在の不可欠の 部分となる 。 社会が個人を彼以上 に高め る力を もち ， 社会に対
す る義務と尊敬 （道徳的意識）を呼び醒すの は そ の た めで ある 。
　デ ュ ル ケ ム の宗教論の 成果を ま とめ る と ， 宗教的信念 と儀礼 ， 聖 な るも の ， 教会等 の 関係を明
確 に した こ と で ある 。 宗教的信念 とは ， 聖物の 性質や聖物相互の 関係や聖物 と俗物の 関係等を表
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わす表象で ある 。 儀礼とは人 間の聖物に対す る振舞 い の規定された行為の 規準で ある 。 宗教的信
念 は常に 一定の 集合体に共通 な もの で あるか ら， こ の 集合体に よ っ て 宗教的信念に 帰依 し連帯的
で ある儀礼が行なわれ る 。 こ こ に，共通の宗教的信念 と儀礼に よ っ て統合 され てい る集団 ， 同 じ
信仰の 信者が形成す る道 徳的共同体 ， （communaut6 　morale ） つ ま り教会が存在する 。 33） 事実 ，
歴史上 に は 教会の な い宗教は な い 。 さ らに ， 宗教が集合的心 性 の表象 で あ る こ とか ら ， 宗教の 社
会的起源 と統合的機能を詳細に 論証 した こ とで ある 。 氏族の成員を象徴する聖な る外的事物で あ
る トーテ ム が，非人格的な力で ある トーテ ム 原理 を表明 して い る故に ， 社会と神を象徴す る こ と
がで きた 。 卜一テ ム 的信念と儀礼が社会的統合 に機能 して い たか らで ある 。
　 デ ュ ル ケ ム は宗教論の 成果をふ まえ て 未来社会を描 く。 「宗教 に は 宗教思 想が相つ い で 包み込
む あ らゆ る特定の 象徴の 寿命が尽 きて も， なお残余す べ く定め られた永遠な もの が ある 。 社会に
あ っ て一定の 期間ごとに ， そ の統合と人 格性を作っ て い る集合的感情と観念 とを維持 し強固にす
る欲求を感 じな い もの は な い 。と こ ろ で ， こ の 道 徳的再建は集合 ， 会合 ， 教団を手段 と して の み
得 られ る 。 そ こ で 個人は密接 に結合 し， 彼等に共通な感情を協 同して再確認す る 。 ……今 日 ， 我
．々 は過 渡期と道徳的凡庸の段階を経過 しつ つ あ る。 古い 神 々 は老い あ るい は死 に ， しか も他の 神
々 は生 まれ て い な い 。 ……新たな理想が発露 し，しば らくは人類の 指南 とな る新た な法式が見い
出 され る創造的興奮の 時限を ， 我 々 の 社会が再び知 る 日が 来る で あろ う。 」
34） 「原初形態』か ら 2
年後の講演で は ， 「我々 の 宗教的生活が 衰え て い るとすれば ， 理 想を 創造す る力が弱 まっ て い る
か らであ る 。 ……我 々 の 集合的生活を覆 う道徳的冷却 と ， 我 々 の 社会が導 きうる暖か さ に思い を
寄せ ねば 。 ……人間性は そ の 運命を 自ずか ら導き うる 。 ……入間性だ けが人間の必要 とする支え
を与え る こ とが で き る と確信さ れ れば非常に 慰 あ られ る 。」
35）
§5　お　わ　 り　 に
　デ ュ ル ケ ム の 思 想を特徴づ け て い る もの は 二 元論 の哲学で あ る とい われ る 。 社会思想 も， 「物
質 と精神 ， 理 性 と感情 ， 拘束と 自由， 現実と理想 等は ， そ れぞれ対立 した ままひ とっ の全体 に お
い て と らえ られて い る 。 」36） 彼の 当初の学問的課題 も ， 個人 の 自律化 と社会的連帯 の 表面的二 律
背反の 解決に あ っ た 。 37） 社会理 論に よ る そ の解答 は ， 社会的に は有機的連帯 の 理 想的実現 ， 入 間
的に は道徳的個人 主義にあ っ た 。 それ らは正常な社会の必然的な機能的要件で あるの で ， 社会 と
入 間の対立 を本質的に解消するもの で あ っ た 。 そ れに対 して ， 病理 的分業 に よ る ア ノ ミー状況 ，
っ まりは 功利主義的個入主 義が 二 律背反を決定的 に して しまうもの で あ っ た。さ らに ， 宗教論 に
おける聖俗の 二 分法は ， 社会 と人 間の そ れぞ れの 二 元性を見事に示 した 。 聖 な るもの は 集合的宗
教的生活 と道徳的個人主義に 対応 し， 俗な るもの は分散的世俗的生活 と功利主義的個人主義に対
応 して い る 。 こ こ で もこ の 二 元性は同格の 二 元で はない 。 デ ュ ル ケ ム に と っ て ， 社会とは集合性
と分散性 の相矛盾する諸要素か らな るが ， 本質的 に は生命性をもつ 生きた系で あ るか ら， 諸要素
の 綜合力 の 表現 で あ る 。 38） そ の 社会の 生命力を創造 し， 維持 し ， 再創造す るの が宗教で ある 。 従
っ て ， 聖な る観念 は社会 の本来的属性で あり， 最 も社会的なもの で ある 。 彼は こ の概念に よ っ て
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社会 の統合性や優越性の み な らず ， 文化 （芸術 ， 芸能 ， 娯楽等）や思 想 （哲学や 科学等の 論理 的
思 考）や 制度 （契約や財産制の 法や慣習等）をも説明す る 。
39）
っ ま り， 宗教はす べ て の基礎的観
念の 起源で あるばか りか ， 人類思 想 の枠組の 起 源で もあ っ た 。 4Q〕 もちろん ， 「主要な社会的制度
は宗教か ら生 まれた 。 ……集合的生活の 主要な側面が ， 最初は まず宗教的生活の 様々 な諸側面 に
すぎな い と い うか らに は ， 明らか に宗教的生活は集合的生活全体の 卓越 した 形態 で あ り ， い わば
そ の 集中的表現 で なけれ ばな らな い 。 宗教が社会の 本質的な も の を生み 出した とす るな らば ， そ
れ は社会の 観念が宗教 の 魂だ か らで ある 。 」41）
　最後に ， デ ュ ル ケ ム の 人間観 に も触 れ ねば な らな い 。 こ れ ま た 個人 的存在 と社会的存在の 二 元
論 で あ る 。 そ れ ぞ れ の モ デ ル は既 に 述 べ た 功利 主義的個 人 と 道徳的個人 で ある 。 個人 的 存在 と
は ， 経験的な個人 的生 活に の み関わる精神状態か らな る利己的存在で あ る 。 社会的存在 とは ， 個
人 が構成 し所属 して い る社会を表象す る，従 っ て 非経験的要素 もあ る集合的感情や観念 の体系を
内在化 させ て い る道徳的存在 で ある 。 42） 「我 々 は 諸個人として 考え る 能力 と普遍的非個人的に 考
え る能力 を も っ て い る 。 前者を感受性 と呼び ， 後者を 理 性 と呼ぶ 。 ……入 間の 二 元主 義 （魂と肉
体）は常に宗教的な形で表現 され る 。 ……魂は聖 な るもの，肉体は俗なるもの と考え られ てい る 。
……こ の 二 元性はあ らゆ る宗教の 基盤で ある聖俗の 事物の 分割の 単な る一特殊例で ある 。 そ れは
同 じ原理 に基づ い て説明 され る。……聖 な るも の はそれ 自体が物質的対象物に 固定 した単なる集
合的理 想 で あ る 。 ……集合性 に よ っ て 作 られた観念や感情 は諸個 人 を支配 し養 う道徳的諸力 の 形
で それ らを表現す るため に ， それ らを考え信 じる特定の諸個人を生 じさせ る。 ……我 々 が集合的
理 想に帰す特別 の 価値は，科学的に分析で き る非常に創造的な精神作用 の単な る結果にある 。 そ
の 作用 に よ っ て 多 くの 個人 意識は コ ミ ュ ニ オ ン に 入 り ， 共 同意識 に融け込む 。 ……我 々 の 内な る
社会的存在の 規則 は歴史の 進歩 につ れ て 重要な もの とな る の で ， 今後増加するで あ ろ う我 々 の 内
な る二 存在間の 争 い に対 して ， 我 々 自身の 努力を強い るだ ろ う。」43）社会的存在 へ の 離脱は本性 か
らの ある程度の 離脱で あり， 苦痛に満 ちた緊張を避 ける こ とは で きな い 。
　さて ， デ ュ ル ケ ム の 社会理論 に宗教論 を重 ね て ， 近代社会 に おけ る宗教と彼 の 究極的な理 想的
社会像を 展望 す る に ， 宗教 とは い か な る 社会 に お い て も ， そ の 本質的 基体で あ る 道徳的共同体
（教会）の 普遍的原理 に対す る帰依で ある とい え る 。 教会 の 意義を敷衍すれ ば ， 俗 な る利己 的存
在 と して の 人 間を超克 して い る，聖 な る道徳的社会的存在 として の 人間の 顕現を可能な らしめる
道徳的共同体 こ そ ， デ ュ ル ケ ム に と っ て 理 想 的な社会像の 骨格で あ ろ う。 個人 に おい て も集団 に
お い て も理想化す る力 は宗教力で あり ， そ れは い ず れ に と っ て も生 存の条件で あ る 。 まさ に社会
が社会 のため に宗教を創造した 。 近代社会に おい て も， 社会が新 し い信念 や理想 の 表象 の 源泉で
ある 。 今や そ の 集合的感情は 道徳的個人主義をお い て 外 にな い 。それは象徴的 に道徳的共同体 に
投影 されて ， そ の 普遍 的原理 の 中核をなす 。 そ れに対す る信念 と そ れを更新す る儀礼 に よ っ て の
み ， そ れは生 じ維持 され再創造 され る 。 デ ュ ル ケ ム の近代社会 における宗教 と理 想的社会像は ，
道徳的個人 主義 と 道徳的共同体に お い て イ メ ージされる 。
44 ＞ と こ ろ で ， 彼にお い て ，聖 な る宗教
的生活や道徳的個人主義が俗な る世俗的生活や功利主義的個人 主義を超克する契機やプ ロ グラ ム
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は明確 には示 されな い 。 後者は伸張 こ そ すれ減少 で きず ， 前者と の 弁証法的な止揚 が強調 され て
い た 。 だが ， 近 代社会 における宗教が実際にど の よ うな もの にな るか は ， 彼自ら不問に 帰 して い
る 。 また ， 理想的社会像も社会経済構造的に は著し く社会主義に近 い が ， マ ル ク ス 主義のそれで
はな い 。 あ くま で 彼は い わ ば意識革命 と社会革命の 均衡を主張 し続ける 。 理 念的た らざるを えな
い の は ，彼 の 分析視角に は 具体的主体が欠落 して い るか らで ある。 社会の 秩序や統合 に論点が あ
っ たか らで ある 。 従 っ て ， 意識革命や社会革命を担 うだれそれの 個人 も集団 も階級 45 ）も示唆的表
現 に とどま っ て 明確 に論 じ られ て い な い 。 あ るの は一般的人間で あ り社会で あ る 。 こ の デ ュ ル ケ
ム の 思想 と理 論の 問題点は我 々 の 課題 で あ ろ う。
　彼が世 に与え た衝撃の 最 大 の もの は宗教の 社会的起 源や統合的機能で あ っ た 。 彼は それ に よ っ
て 社会の 道徳的連続性 46）を明示 した 。 また ， 聖な る もの の象徴的意義の解明によ っ て 社会の 神秘
性や 人 間の非合理性の ベ ール をは ぎ ， 儀礼 の 考察か ら社会的行為 の 構造 に新 しい 積極的な規範的
範疇 （理 念 へ の 帰依）を与えた意義は大 きい 。47） 彼の宗教論の新鮮 さは今 も失 なわれて い ない 。
そ こ か ら，後 の 機能主義や構造主義が生 まれ た 。 彼の 宗教の定義は現代で も有効な モ デ ル の 一 つ
で ある 。 宗教を論 じるに深い 内観にお ける宗教性 と ともに社会学的知見は重 要である 。 彼の 聖俗
理論や社会学的認識論 は我 々 の共有財産 で あ る 。
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　　鍵 を握 る 要素 で，基底的腑絡で あ る こ と を確信 し た とす る。筆者 は，デュ ル ケ ム に お い
．
て 社会 の 集合的
　　　生 命そ れ 自体 は核 と し て は 不変で あ っ て ，そ の 社会的発現 に 社会変動 をみ る。そ して そ の 核は宗教 と し
　　　て姿を現 わす 。 機械的連帯か ら有機的連帯 も発現過程 で ある 。
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